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３月定例会

令和６年
５月１日

内容　　３月定例会
令和６年度予算 など

沼田市議会HP

沼田駅開業100周年
記念イベント



2令和６年５月１日号

沼
田
市
議
会
だ
よ
り

定
例
会

令
和
５
年
度
は
中
学
３
年
生
を
対

象
に
無
償
化
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、

令
和
６
年
度
か
ら
、
子
育
て
世
代
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
の
給
食
費
完

全
無
償
化
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
市
内
小
中
学
校
に
通
う
全

て
の
児
童
・
生
徒
が
無
償
化
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

現
在
の
白
沢
支
所
と
利
根
支
所
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
、
地

域
づ
く
り
に
活
用
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
白
沢
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

た
旧
白
沢
公
民
館
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
別
館
に
名
称
が
変
更
さ
れ

ま
す
。

令
和
４
年
度
で
廃
止
に
な
っ
た
サ

ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た
を
地
元
の
要
望

な
ど
に
よ
り
、市
民
の
健
康
と
福
祉
を

増
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
活

動
、
ふ
れ
あ
い
・
憩
い
の
場
と
し
て
、

農
村
公
園
と
し
、活
用
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

新
し
い
名
称
は
｢池
田
ふ
れ
あ
い
広

場
｣と
な
り
ま
す
。

３ 月
定 例 会

３
月
定
例
会
は
、
２
月
27
日
に
開
会
し
、
３
月
18
日

ま
で
の
21
日
間
、
条
例
の
制
定
・
改
正
、
令
和
６
年
度

予
算
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
の
委
員
選
任
の
同
意
な
ど
計
39
件
と
、
議
会
か

ら
の
請
願
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
市
当
局

と
活
発
な
議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

小
中
学
校
の
給
食
費
を

完
全
無
償
化

白
沢
支
所
と
利
根
支
所
を
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

旧
サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た
を

農
村
公
園
と
し
て
活
用

民
生
福
祉
常
任
委
員
会
で

請
願
を
審
査

人
事
案
件

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
(同
意
)

諸
田
　
裕
　
氏

現
在
の
政
府
や
デ
ジ
タ
ル
庁
の
拙

速
で
強
引
な
進
め
方
で
は「
誰
一
人
取

り
残
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
状
態
」は
想

像
に
難
く
、不
信
や
混
乱
が
増
加
す
る

と
考
え
ま
す
。

ゴ
ー
ル
や
結
論
あ
り
き
の
方
針
を

見
直
し
、本
制
度
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
安
全
性
、政
府
と
国
民
の
信

頼
の
浸
透
度
と
と
も
に
、じ
っ
く
り
取

組
む
べ
き
で
す
。

（
一
部
抜
粋
）

国
民
の
利
便
性
の
向
上
、
行
政
の

効
率
化
、
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実

現
を
理
念
と
し
て
導
入
さ
れ
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
を
背
景
と
し
た
社
会

保
障
分
野
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
発
展
活
用
は
そ
の
意
義
に
十
分

沿
っ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。
数
年
先
、

数
十
年
先
を
見
据
え
た
と
き
、
徐
々

に
で
も
制
度
の
移
行
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
一
部
抜
粋
）

請
願
に
反
対

請
願
に
賛
成

「
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る

請
願
書
」に
つ
い
て
、民
生
福
祉
常
任

委
員
会
で
慎
重
な
審
査
を
行
っ
た
結

果
、賛
成
少
数
に
よ
り「
不
採
択
す
べ

き
も
の
」
と
決
し
ま
し
た
。

審
査
の
過
程
で
は
、本
市
に
お
け
る

ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
状
況
、資
格
確
認
書

に
つ
い
て
な
ど
様
々
な
視
点
か
ら
質

疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

医
療
機
関
に
お
い
て
健
康
保
険
証

の
存
続
を
望
む
声
が
あ
る
こ
と
や
、

誤
紐
づ
け
問
題
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル

へ
の
不
安
の
声
も
あ
り
ま
す
が
、
将

来
の
社
会
を
見
据
え
た
と
き
、
国
民

の
利
便
性
向
上
等
の
観
点
か
ら
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
基
盤
で
あ
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
有
効
活
用
は
不
可
避

で
あ
り
、
マ
イ
ナ
保
険
証
は
医
療
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
上
で
重
要
な

位
置
づ
け
で
あ
る
こ
と
、
移
行
期
に

お
け
る
資
格
確
認
書
の
使
用
は
こ
れ

ま
で
の
健
康
保
険
証
の
使
い
勝
手
と

変
わ
ら
な
い
こ
と
、今
、健
康
保
険
証

の
「
廃
止
の
中
止
」
を
す
る
こ
と
は
、

社
会
の
混
乱
を
招
き
か
ね
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
本
請
願
に
つ
い
て
は
、

賛
成
少
数
に
よ
り
「
不
採
択
す
べ
き

も
の
」
と
決
し
ま
し
た
。



3 令和６年５月１日号

沼
田
市
議
会
だ
よ
り

定
例
会

県
企
業
局
に
よ
る
「
沼
田
横
塚
産

業
団
地
」
の
事
業
化
が
決
ま
り
、
産

業
団
地
造
成
に
向
け
た
発
掘
調
査
が

進
ん
で
お
り
、
令
和
６
年
度
も
令
和

５
年
度
に
引
き
続
き
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。

同
団
地
は
広
さ
約
18
ヘ
ク
タ
ー

ル
。
県
が
令
和
６
年
度
に
用
地
買
収

と
測
量
設
計
、
令
和
７
年
度
か
ら
造

成
を
行
い
ま
す
。

今
議
会
に
お
い
て
、
県
企
業
局
か

ら
沼
田
市
土
地
開
発
公
社
が
産
業
団

地
を
取
得
し
、
沼
田
市
が
30
億
４
，

８
５
０
万
円
を
限
度
額
と
し
て
、
債

務
保
証
を
す
る
５
年
間
の
債
務
負
担

行
為
設
定
に
係
る
補
正
予
算
が
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

分
譲
開
始
は
令
和
９
年
度
か
ら
に

な
る
見
込
み
で
す
。

介
護
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

等
に
要
す
る
見
込
み
に
基
づ
い
て
、

３
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
う
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

沼
田
市
で
は
、今
後
も
、介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
回
の
改
正
で
は
、「
介

護
保
険
法
施
行
令
」
の
見
直
し
に
伴

い
、介
護
保
険
料
の
基
準
額
、保
険
料

率
を
改
定
し
ま
し
た
。

今
回
の
改
定
に
は
、
介
護
職
員
の

処
遇
改
善
に
係
る
介
護
報
酬
改
定
も

反
映
さ
れ
て
お
り
、
介
護
保
険
料
は

値
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

改
定
後
は
、
介
護
保
険
料
の
基
準

額
が
年
額
７
万
４
，
９
０
０
円
か
ら

７
万
９
，７
０
０
円
に
な
り
、所
得
段

階
区
分
が
10
段
階
か
ら
13
段
階
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
沼
田
市
で
は
下
表
の
第
１

段
階
か
ら
第
３
段
階
ま
で
の
所
得
段

階
に
該
当
す
る
人
に
軽
減
措
置
が
と

ら
れ
ま
す
。

※
第
１
〜
３
段
階

の
数
値
は
、
公
費

負
担
に
よ
る
軽
減

措
置
後
の
金
額
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

整
備
進
む
沼
田
横
塚
産
業
団
地

介
護
保
険
料
見
直
し

基
準
額
、
保
険
料
率
を
改
定

発掘調査が進む沼田横塚産業団地

第９期事業計画期間（令和６〜８年度）の所得段階区分と保険料
所得段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

第10段階

第11段階

第12段階

第13段階

基準額×0.285

基準額×0.485

基準額×0.685

基準額×0.9

基準額

基準額×1.2

基準額×1.3

基準額×1.5

基準額×1.7

基準額×1.9

基準額×2.1

基準額×2.3

基準額×2.4

22,700円

38,600円

54,500円

71,700円

79,700円

95,600円

103,600円�

119,500円

135,400円

151,400円

167,300円

183,300円

191,200円

対象者（第９期） 保険料率 年間保険料
生活保護受給者、世帯全員が市民税非課税の老齢福祉年金受給者、世
帯全員が市民税非課税かつ本人の課税年金収入額と合計所得金額の合
計が80万円以下の人
世帯全員が市民税非課税かつ本人の課税年金収入額と合計所得金額の
合計が80万円を超え120万円以下の人
世帯全員が市民税非課税かつ本人の課税年金収入額と合計所得金額の
合算額が120万円を超える人
本人が市民税非課税かつ同一世帯内に市民税課税者がいる人で、本人
の課税年金収入額と合計所得金額の合算額が80万円以下の人
本人が市民税非課税かつ同一世帯内に市民税課税者がいる人で、本人
の課税年金収入額と合計所得金額の合計が80万円を超える人
本人が市民税課税かつ合計所得金額が120万円未満の人

本人が市民税課税かつ合計所得金額が120万円以上210万円未満の人

本人が市民税課税かつ合計所得金額が210万円以上320万円未満の人

本人が市民税課税かつ合計所得金額が320万円以上420万円未満の人

本人が市民税課税かつ合計所得金額が420万円以上520万円未満の人

本人が市民税課税かつ合計所得金額が520万円以上620万円未満の人

本人が市民税課税かつ合計所得金額が620万円以上720万円未満の人

本人が市民税課税かつ合計所得金額が720万円以上の人



4令和６年５月１日号

沼
田
市
議
会
だ
よ
り

予
　
算

・課題解決の実践
・市内経済の活性化
・生活基盤の整備及び子育て支援等の未来への投資

課題解決と未来への投資  〜活力ある沼田の創造〜

予算審査特別委員会を設置し、正副委員長にそれぞれ小野塚正樹議員、齋藤智議員を選出し
て、令和６年度予算関連議案を延べ６日間にわたり審査しました。

令和６年度予算では、防犯灯更新事業、バス定期券購入補助金、給食費完全無償化などの新
規事業や、防災管理事業、地域自治推進事業などの優先主要事務事業のほか、市制施行70周
年を記念して、記念式典事業、たんばら・森林の学校事業などが計上されました。

新規事業や生活に密接した事業などに対して様々な観点から活発な質疑を行いました。細部
にわたり審査を行った結果、「課題解決と未来への投資�〜活力ある沼田の創造〜」の実現に
向けた施策を実施するために必要な予算であると認めるとともに、市民の生活に寄り添うきめ
細やかな事業実施がなされるよう期待し、いずれも原案のとおり可決しました。

予算の基本方針

一般会計221億5,700万円

令和６年度予算

と
り
わ
け
、
給
食
費
無
償
化
に
関

し
て
は
、
令
和
６
年
度
は
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
て
い
ま
す
が
、
物
価
高

騰
に
よ
る
小
中
学
生
の
保
護
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
の
小
中
学
校
等

に
お
け
る
学
校
給
食
費
等
の
支
援
は

交
付
金
の
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
に
も

な
っ
て
お
り
、
有
利
な
財
源
を
活
用

し
て
実
現
し
た
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。

（
一
部
抜
粋
）

中
心
市
街
地
土
地
区
画
整
理
事
業

は
、
終
息
の
目
途
が
立
た
な
い
ば
か

り
か
、
仮
換
地
が
終
わ
っ
て
も
空
き

地
の
ま
ま
の
箇
所
が
あ
る
な
ど
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
か
ら
は
か
け
離

れ
た
現
状
と
な
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

建
物
を
取
り
壊
し
、
移
転
、
新
築
と

な
る
こ
と
か
ら
時
間
も
費
用
も
か
か

り
、
事
業
の
再
検
討
が
必
要
で
す
。

（
一
部
抜
粋
）

予
算
に
反
対

予
算
に
賛
成

討
　
論

対前年度比
１億323万円増

予算編成のキャッチフレーズ

予算編成の基本方針



5 令和６年５月１日号

沼
田
市
議
会
だ
よ
り

予
　
算

６２１万円予算額
事業内容と新年度の取組について
持続可能な地域コミュニティの形成を目
指し、住民主体の地域づくりを推進して
おり、座談会や講演会に係る経費や、地
域自治運営組織等に交付する各種補助金
などを計上するものです。令和６年度で
は、新たな地区においても地域づくりの
取組が始まるよう、講演会や座談会開催
に係る予算を計上するとともに、既に取
組が始められて
いる地区につい
ては補助金を計
上し、引き続き
支援を行う予定
です。

Ｑ
Ａ

１億１,１４７万円予算額
バス定期券購入補助金の内容と市民への
周知をどのように取組むのか
補助の内容につきましては、バスで通学
する高校生の負担軽減及び路線バスの利
用促進を図るため、路線バス通学定期券
購入金額の30％を補助するものです。
市内運行の路線バス通学定期券購入を行
う市内在住の高校生を対象としたいと考
えています。市民周知につきましては、
広報ぬまたや市ホームページへの掲載、
利根沼田の高
等学校に案内
等を置く予定
です。

Ｑ

Ａ

１億４５８万円予算額
事業内容について
携帯電話網を活用した情報伝達システム
として、本庁事務室を起点に、J-アラ
ート等から発信される緊急告知情報や防
災情報を、携帯キャリア回線の電波を使
用し、利根町防災行政無線の屋外子局ス
ピーカーへ送信し放送するものです。合
わせて、緊急告知FMラジオ難聴世帯へ
の対応としまして固
定電話等へ防災情報
を伝達するためのシ
ステム導入を計画し
ました。

Ｑ
Ａ

５２７万円予算額
事業内容について
令和６年度に本市が市制施行 70 周年
を迎えることから、記念式典を開催し、市
の公職を長くお務めいただくなど地方自
治の発展に貢献された方をお招きして、
表彰する内容となっております。併せて、
アトラクションの
時間も設け、一般来
場者の方々にもお
楽しみいただける
ような催しにした
いと考えています。

Ｑ
Ａ

議案の審査に当たり、市に対して様々な質疑を行いましたので、一部を紹介します。

が気になる! !新年度予算

防災管理事業 市制施行70周年記念式典

地域自治推進事業 市町村乗合バス運行事業

ココ
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沼
田
市
議
会
だ
よ
り

予
　
算

１億７,９２０万円予算額
売電はいつから行われ、年間収入はどれ
くらいが見込まれているのか
売電の開始時期は、令和６年 12 月頃を
予定し、令和６年
度の収入は、４か
月間で 2,233
万円を見込んで
います。

Ｑ

Ａ

３,００８万円予算額
新年度の取組はどのように進められるの
か
利根沼田一般廃棄物処理広域化施設整備
協議会において、施設整
備基本計画の策定、候補
地の測量や地質調査及び
生活環境影響調査の実施
を予定しております。

Ｑ

Ａ

５３３万円予算額
事業内容と目的について
市制施行 70 周年記念事業として、ミュ
ージカルの鑑賞会を開催するものです。
優れた舞台芸術を身近で鑑賞する機会を
設けることにより、舞台芸術の楽しさや
素晴らしさを
さらに深く味
わい、市民の情
操を豊かにす
ることを目的
としています。

Ｑ
Ａ

１５８万円予算額
事業内容について
市内の小学校に通う４年生が、原生林に
近い状態で保存されている玉原高原のブ
ナ林を散策したり、ブナの幼木を移植し
たりするなど、「森
の博物館」と呼ばれ
る玉原に出掛けて、
五感に響く体験的な
学びを実現すること
を目的としていま
す。

Ｑ
Ａ

６０８万円予算額
事業内容と新年度に向けての取組は
首都圏での移住相談会への参加やオンラ
イン相談の受付のほか、本市での暮らし
を体験していただくための「移住促進ト
ライアルハウス」などの施策を行ってい
ます。新年度においても、従来からの施策
のさらなる周知を図
り、県など関係機関・
団体とともに移住者の
増加に向けて取組みた
いと考えています。

Ｑ
Ａ

７,５８９万円予算額
事業内容について
農村地域における地域資源の適切な保全
管理の推進を目的とした国の補助制度
で、農業者を含む地域の人々によって設
立された活動組織により、５年間の活動
期間中、農地、水路、農道等の整備、補
修による地域資源の適切な保全管理、ま
た、農村環境維持のための共同活動の実
施、地域コミュニティの強化等、各地域
の実情に即した自主的な活動を実施しま
す。

Ｑ
Ａ

小水力発電施設整備事業 ごみ処理広域化事業

移住促進対策事業 多面的機能発揮促進事業

文化芸術鑑賞事業 たんばら・森林の学校事業



7 令和６年５月１日号

沼
田
市
議
会
だ
よ
り

一
般
質
問

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
組
と
利

根
・
白
沢
支
所
廃
止
に
伴
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ま
に
よ
る
話
し
合
い

を
重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
根

町
・
白
沢
町
に
お
い
て
は
、現
在
、支

所
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
分

散
し
て
い
る
地
域
の
相
談
窓
口
を
一

本
化
す
る
こ
と
で
、
地
域
支
援
機
能

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
組
織
の

ス
リ
ム
化
と
業
務
の
効
率
化
を
図

り
、白
沢
支
所
、利
根
支
所
を
そ
れ
ぞ

れ
白
沢
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
、
利
根
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
と
統
合
す
る
も
の
で
す
。

伝
統
文
化
の
伝
承
と
歴
史
的
文
化

遺
産
の
保
存
と
利
活
用
に
つ
い
て
教

育
長
に
伺
い
ま
す
。

市
内
小
学
生
を
対
象
と
し
た
伝
統

芸
能
教
室
を
開
催
し
、
次
世
代
へ
の

継
承
と
後
継
者
の
育
成
や
指
定
文
化

財
の
保
護
管
理
事
業
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。ま
た
、沼
田
市
埋
蔵
文
化
財
調

査
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
出
土
資
料

等
の
再
整
理
や
復
元
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
地
域
間
の
連
携
に
つ
い
て

は
、
課
題
は
あ
り
ま
す
が
伝
統
文
化

の
継
承
、
文
化
財
の
保
存
と
活
用
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

市
内
に
61
か
所
の
指
定
緊
急
避
難

場
所
を
指
定
し
て
い
る
ほ
か
、
利
根

沼
田
５
市
町
村
で
協
定
を
締
結
し
、

災
害
時
の
連
携
強
化
に
努
め
、
国
・

県
の
防
災
計
画
と
の
整
合
性
を
保
ち

な
が
ら
、自
助
共
助
な
ど
、市
民
の
防

災
減
災
に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
取

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、学
校
と
園
に
お
け
る
防

災
教
育
に
お
い
て
は
、
避
難
訓
練
を

実
施
す
る
な
ど
、
実
践
的
な
防
災
教

育
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
関
係
人
口
の
創
出
計
画
に
つ
い
て
】

都
市
部
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
関

係
人
口
を
創
出
す
る
た
め
、
コ
ン
テ

ナ
ハ
ウ
ス
の
製
造
を
移
動
式
住
居
と

し
て
計
画
す
る
こ
と
に
よ
る
産
業
の

発
展
と
二
地
域
居
住
の
拠
点
づ
く
り

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
の
活
用
は
本
市

に
と
っ
て
新
し
い
取
組
で
す
。
先
進

各
地
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
研
究
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
年
親
交
を
重
ね
て
き
た
新
宿
区

と
の
さ
ら
な
る
関
係
強
化
を
図
り
、

国
土
形
成
の
観
点
か
ら
関
係
人
口
を

創
出
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

新
宿
区
と
の
つ
な
が
り
を
継
続
し
、

お
互
い
の
住
民
が
豊
か
な
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
取
組
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

自
然
や
文
化
な
ど
点
在
す
る
魅
力

を
結
ぶ
地
域
連
携
の
ま
ち
づ
く
り
に

よ
る
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

薄
根
地
域
ふ
る
さ
と
創
生
推
進
協

議
会
を
は
じ
め
と
し
た
特
長
の
あ
る

地
域
と
地
域
と
が
有
機
的
な
連
携
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
行
政
施

策
と
し
て
の
可
能
性
を
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
外
国
人
材
に
選
ば
れ
る
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
】

現
行
の
技
能
実
習
制
度
に
代
わ
る

「
育
成
就
労
」
制
度
を
見
据
え
た
外

国
人
材
が
活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

外
国
人
材
は
貴
重
な
存
在
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
外
国
人
材
に

選
ば
れ
る
沼
田
市
を
目
指
し
、
支
援

の
充
実
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

市政を問う!!
Ｑ

Ａ

ＱＱ

ＱＡ

ＡＡＡ Ｑ

安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
と
伝
統
文
化
の
伝
承

山
宮
　
敏
夫

沼
田
市
国
土
形
成
計
画
の
実
現
に
向
け
て

桑
原
　
敏
彦

一般質問
ＡＱＡ

Ｑ

根利山砥沢集落

「石墨棚田の自然に触れてみよう」
薄根環境調査隊発行



8令和６年５月１日号

沼
田
市
議
会
だ
よ
り

一
般
質
問

「
利
根
町
防
災
行
政
無
線
」
復
活

整
備
に
至
る
ま
で
の
検
討
経
過
と
今

後
の
住
民
説
明
、
お
よ
び
緊
急
告
知

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
難
聴
世
帯
へ
の
対
応
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

再
開
を
望
む
強
い
住
民
要
望
と
利

根
町
の
置
か
れ
て
い
る
災
害
リ
ス
ク

や
危
険
性
と
地
域
性
を
総
合
的
に
考

慮
し
、
再
開
に
向
け
て
新
年
度
予
算

案
を
上
程
し
ま
し
た
。
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

難
聴
世
帯
へ
は
、
登
録
し
た
固
定
電

話
に
緊
急
告
知
情
報
を
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ

と
同
時
期
に
通
報
す
る
事
業
を
計
上

し
、
予
算
成
立

後
に
説
明
を
行

い
た
い
と
思
い

ま
す
。

災
害
発
生
時

に
適
切
な
避
難

誘
導
が
必
要
な

「
避
難
行
動
要

支
援
者
」
の
情
報
提
供
体
制
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

「
避
難
行
動
要
支
援
者
」
名
簿
登

録
者
へ
の
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を

進
め
て
い
ま
す
。
同
意
を
得
て
い
る

方
の
個
人
情
報
は
消
防
や
自
主
防
災

会
へ
の
情
報
提
供
が
可
能
な
た
め
、

迅
速
な
避
難
行
動
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
共
有
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

沼
田
市「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」啓
発
状

況
と
認
知
度
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

外
見
か
ら
分
か
ら
な
く
て
も
援
助

や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を

知
ら
せ
る
マ
ー
ク
で
す
。
本
市
の
啓

発
状
況
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
内

容
や
申
請
窓
口
を
案
内
す
る
と
と
も

に
社
会
福
祉
課
窓
口
で
周
知
を
図
っ

て
い
ま
す
。「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
の
申

請
に
来
る
方
も
お
り
、
一
定
程
度
は

浸
透
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
授
か
る
前
か
ら
の
正
し

い
知
識
の
啓
発
「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ

ン
ケ
ア
教
育
」
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

将
来
妊
娠
を
望
む
夫
婦
や
カ
ッ
プ

ル
だ
け
で
な
く
、男
女
を
問
わ
ず
、自

ら
の
健
康
を
適
切
に
管
理
し
、
健
康

の
保
持
増
進
に
向
か
う
態
度
や
ケ
ア

は
、非
常
に
重
要
で
す
。国
や
群
馬
県

の
動
向
を
注
視
し
研
究
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

事
務
事
業
に
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

Ａ「
沼
田
市
第
六
次
総
合
計
画
」に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
民
が
快
適
で
安
全

な
暮
ら
し
を
営
む
こ
と
の
で
き
る
持

続
可
能
な
市
政
運
営
を
目
指
す
基
本

方
針
と
し
て
策
定
し
、「
も
の
の
豊
か

さ
」よ
り
も「
こ
こ
ろ
の
豊
か
さ
」を

大
切
に
す
る
、
一
人
一
人
が
輝
く
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
も
の
で
あ

り
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
視
点
を

内
包
す
る
も
の
で
す
。

Ｄ
Ｘ
が
も
た
ら
す
職
員
や
市
民
へ

の
効
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

職
員
に
お
き
ま
し
て
は
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
に
よ
る
生
産
性
向
上

の
達
成
、市
民
に
お
き
ま
し
て
は
、サ

ー
ビ
ス
の
抜
本
的
見
直
し
に
よ
る
利

便
性
の
向
上
と
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
る
生
活
環
境
の
高
機
能
化

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

本
市
で
は
、
今
後
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に

当
た
り
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

持
続
可
能
で
多
様
性
、
包
摂
性
の
あ

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
、

Ｄ
Ｘ
に
お
け
る
最
終
的
な
目
的
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
利
用
す
る
人
が
意

識
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
人
の
生
活

満
足
度
や
幸
福
感
が
向
上
す
る
こ
と

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

職
員
の
幸
福
度
の
向
上
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

職
員
の
幸
福
度
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
は
、
多
様
で
有
為
な
人
材
の
確

保
、
職
員
個
々
の
成
長
を
通
じ
た
組

織
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
、
多
様

な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
実
現
等
の
取
組
に
よ
り
、
職
員

一
人
一
人
が
躍
動
で
き
、
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
が
実
現
さ
れ
る
環
境
整
備

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

一般質問
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
沼
田
の
ま
ち
づ
く
り

星
野
　
妙
子

Ｑ

Ｑ

ＡＡ Ｑ

ＱＱＡ

ＱＡ

ＱＡ ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
向
上
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

齋
藤
　
智

ＡＱＡ

沼田市第六次総合計画

防災行政無線



「
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
の
ス
マ

ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
と
の
一
体
的
運
営

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
「
歩
い
て
健
康

に
な
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、

地
域
の
絆
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
に

取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ミ
ズ
ノ（
株
）と
の
連
携
強
化
に
よ

る
健
康
増
進
を
お
聞
き
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
で
よ
り

豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

テ
ラ
ス
沼
田
で
は
、
介
護
予
防
事

業
や
健
康
増
進
事
業
を
含
む
健
康
ス

ポ
ー
ツ
教
室
の
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
ウ

ェ
ル
ネ
ス
推
進
事
業
で
は
、
活
動
量

計
シ
ス
テ
ム
活
用
の
委
託
事
業
を
実

施
の
ほ
か
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
等

の
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
も
包
括
連
携

事
業
と
し
て
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
自
治
体

参
加
に
よ
る
有
機
農
業
推
進
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。群
馬
県
で
は
、す
で
に

甘
楽
町
と
高
山
村
が
宣
言
を
し
て
名

乗
り
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も

困
難
性
は
理
解
し
つ
つ
も
是
非
と
も

挙
手
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

Ａ「
有
機
農
業
」は
、環
境
保
全
や
安

全
な
食
を
享
受
で
き
、
環
境
に
優
し

く
持
続
可
能
な
生
産
か
ら
消
費
を
進

め
ら
れ
る
ほ
か
、
新
た
な
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、土
作
り
や
除
草
、病
害
虫
防

除
の
技
術
の
確
立
や
収
量
確
保
、
慣

行
農
業
と
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
諸
課

題
が
山
積
さ
れ
て
い
る
現
状
に
あ
り

ま
す
。

今
後
も
、
調
査
・
研
究
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
情
報
提
供
と
避
難
行
動

に
対
す
る
啓
発
等
に
ど
の
よ
う
に
取

組
む
の
か
伺
い
ま
す
。

緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
、
防
災
ア

プ
リ
、
防
災
行
政
無
線
等
に
よ
り
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

避
難
行
動
に
つ
い
て
は
、
防
災
出

前
講
座
や
地
域
防
災
訓
練
な
ど
で
、

機
会
が
あ
る
ご
と
に
周
知
し
、
避
難

準
備
が
安
心
し
て
で
き
る
よ
う
取
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

電
気
、
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
早
期
復
旧
に
向
け
た
取
組
は
、
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
伺
い
ま
す
。

水
道
水
の
供
給
に
つ
い
て
は
、
災

害
や
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
継
続

し
て
水
道
水
を
送
水
で
き
る
よ
う
、

非
常
用
発
電
設
備
の
整
備
、
主
電
源

お
よ
び
電
気
計
装
施
設
の
更
新
等
に

取
組
ん
で
お
り
、
復
旧
の
長
期
化
に

対
し
て
は
、「
群
馬
県
水
道
災
害
相
互

応
援
協
定
」
及
び
日
本
水
道
協
会
と

の
災
害
時
に
お
け
る
広
域
的
な
相
互

応
援
に
よ
り
、
応
急
的
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
進

捗
状
況
と
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

進
捗
状
況
は
、
令
和
４
年
度
末
で
、

40
％
の
削
減
目
標
に
対
し
て
７
・
55

％
の
削
減
と
な
り
、
一
定
の
成
果
が

あ
っ
た
と
評
価
を
し
て
い
ま
す
。

課
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
使
い

続
け
る
施
設
と
、
統
廃
合
や
規
模
縮

小
な
ど
の
施
設
の
見
極
め
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
の
子
ど
も
に
寄
り
そ
っ

た
学
校
運
営
に
、
ど
の
よ
う
に
取
組

ん
で
い
く
の
か
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

ど
の
児
童
生
徒
も
分
か
る
授
業
、

ど
の
児
童
生
徒
に
と
っ
て
も
楽
し
い

授
業
を
心
掛
け
、
全
て
の
児
童
生
徒

が
自
己
存
在
感
を
感
受
で
き
る
教
育

活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
再
強
化
　
有
機
農
業

高
柳
　
勝
巳

防
災
対
策
、
公
共
施
設
、
教
育
に
つ
い
て

大
東
　
宣
之



令
和
６
年
１
月
22
日
・
23
日
、
大

阪
府
大
東
市
と
兵
庫
県
明
石
市
を
調

査
し
ま
し
た
。

大
東
市
の
介
護
保
険
料
を
抑
制
す
る

取
組
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

大
東
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
大
東
元

気
で
ま
っ
せ
体
操
」
を
足
が
か
り
に
、

地
域
資
源
を
存
分
に
活
用
し
な
が
ら

総
合
事
業
を
充
実
さ
せ
、
高
齢
者
が

生
き
生
き
と
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
整
え
つ
つ
、
介
護
保

険
料
の
上
昇
を
抑
え
る
仕
組
み
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。有

資
格

者
に
し
か

で
き
な
い

サ
ー
ビ
ス

と
資
格
保

有
の
有
無

に
と
ら
わ

れ
な
い
サ

ー
ビ
ス
と

を
切
り
分
け
、
有
資
格
者
に
は
有
資

格
者
に
し
か
で
き
な
い
業
務
に
専
念

し
て
も
ら
い
、
有
資
格
者
で
な
く
て

も
で
き
る
も
の
(大
東
市
で
は
清
掃

を
民
間
事
業
者
に
委
託
す
る
な
ど
)

を
総
合
事
業
と
し
て
展
開
し
つ
つ
、

高
齢
者
自
ら
体
を
動
か
す
機
会
を
喪

失
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
配
慮

し
、
少
し
で
も
健
康
で
自
立
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
、

事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

明
石
市
の
子
育
て
支
援
策
の
「
お
む

つ
定
期
便
」
に
つ
い
て
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

明
石
市
で
は
子
育
て
支
援
策
の
充

実
(５
つ
の
無
料
化
)を
切
り
口
に
、

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
、
財
源
確
保
、

施
策
の
展
開
と
い
う
好
循
環
を
創
出

し
て
11
年
連
続
で
人
口
増
、
選
ば
れ

る
自
治
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
施
策
の
「
お
む
つ
定

期
便
」
は
、
比
較
的
日
常
生
活
に
溶

け
込
ん
で
い
る
宅
配
事
業
者
を
受
託

者
と
し
て
、
子
育
て
経
験
の
あ
る
女

性
配
達
員

を
見
守
り

支
援
員
と

し
、
単
に

「
お
む
つ

を
配
達
す

る
」
こ
と

や
「
面
会

す
る
」
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
出
産
直
後
の
不

安
や
悩
み
を
抱
え
、
閉
じ
こ
も
り
が

ち
な
母
親
の
、
身
近
で
気
軽
な
相
談

相
手
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
後
に
向
け
て

大
東
市
・
明
石
市
と
も
に
住
民
の

声
を
し
っ
か
り
聞
き
、
変
化
す
べ
き

点
は
変
化
し
、
市
民
福
祉
の
向
上
に

つ
な
げ
た
こ
と
は
、
多
い
に
学
ば
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

国
や
他
市
町
村
の
動
向
を
注
視
す

る
こ
と
に
終
始
し
た
り
、
前
例
に
と

ら
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
市
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
不
断
の
努
力
を
続
け
る

こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
し
た
。
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編
集
後
記

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
来
年
で

30
年
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
後
も

日
本
で
は
新
潟
県
中
越
地
震
、
東

日
本
大
震
災
、
熊
本
地
震
そ
し
て

今
年
１
月
１
日
の
能
登
半
島
地
震

と
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
地

震
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

群
馬
県
は
比
較
的
地
震
が
少
な

い
と
言
わ
れ
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
私
た
ち
の
な
か
に
、｢安
全
神

話
｣が
浸
透
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
沼
田
市
で
も
片
品
川

左
岸
活
断
層
に
よ
る
地
震
の
規
模

は
、
最
大
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
と

さ
れ
、建
物
の
損
壊
６
７
３
棟
、避

難
者
３
１
４
人
と
被
害
の
想
定
が

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
利
根
川
や
片
品
川
が
氾

濫
し
た
場
合
の
浸
水
想
定
区
域
も

防
災
マ
ッ
プ
に
公
表
さ
れ
て
い
る

な
ど
、
沼
田
市
が
地
震
な
ど
の
災

害
に
遭
わ
な
い
と
い
う
保
証
は
ど

こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

日
頃
か
ら
災
害
に
対
す
る
対
策

や
意
識
を
持
つ
こ
と
は
、
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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議会だより編集委員会

民
生
福
祉
常
任
委
員
会

次
回
定
例
会
は
、
６
月
４
日

(火
)か
ら
の
予
定
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
も
行
っ
て
い
ま
す
。

次
回
定
例
会
の
日
程

沼
田
市
議
会
で
は
毎
年
、
委
員
会
ご

と
に
先
進
自
治
体
等
の
行
政
調
査
や
管

内
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
の

調
査
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

大東市での調査の様子

明石市での調査の様子


